
(57)【要約】

【課題】簡易な構成で有りながら、浴室或いはトイレ等

の利用者、特に高齢者或いは身体障害者等が、多くの労

力を要せずに、安全でしかも容易に必要な動作を実行す

ることを可能にする手摺りを提供する。

【解決手段】両端部２、３と当該両端部２、３、を結ぶ

直線状本体部４とからなり、当該直線状本体部４の一部

に少なくとも２個の湾曲状部５、５’が設けられている

手摺り１。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 両 端 部 と 当 該 両 端 部 を 結 ぶ 直 線 状 本 体 部 と か ら な り 、 当 該 直 線 状 本 体 部 の 一 部 に 少 な く
と も ２ 個 の 湾 曲 状 部 が 設 け ら れ て い る 事 を 特 徴 と す る 手 摺 り 。
【 請 求 項 ２ 】
　 当 該 湾 曲 部 の そ れ ぞ れ は 、 予 め 定 め ら れ た 所 定 の 曲 率 を 有 す る と 共 に 、 当 該 湾 曲 部 の 外
側 頂 点 部 が 当 該 直 線 状 本 体 部 の 中 心 軸 線 か ら 予 め 定 め ら れ た 乖 離 距 離 を 有 す る 事 を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 手 摺 り 。
【 請 求 項 ３ 】
　 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 の 外 側 頂 点 部 は 当 該 直 線 状 本 体 部 の 中 心 軸 線 に 対 し て 互 い に 反 対
側 に 設 け ら れ て い る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 手 摺 り 。
【 請 求 項 ４ 】
　 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 の 外 側 頂 点 部 は 当 該 直 線 状 本 体 部 の 中 心 軸 線 に 対 し て 同 じ 側 に 設
け ら れ て い る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 手 摺 り 。
【 請 求 項 ５ 】
　 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 に 於 け る 当 該 湾 曲 状 本 体 部 が 形 成 す る 平 面 は 互 い に 同 一 の 平 面 を
構 成 す る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か に 記 載 の 手 摺 り 。
【 請 求 項 ６ 】
　 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 に 於 け る 当 該 湾 曲 状 本 体 部 が 形 成 す る 平 面 は 互 い に 異 な る 平 面 を
構 成 す る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か に 記 載 の 手 摺 り 。
【 請 求 項 ７ 】
　 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 に 於 け る 中 心 軸 線 で 測 っ た 曲 率 半 径 Ｒ は 、 ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ
る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の 何 れ か に 記 載 の 手 摺 り 。
【 請 求 項 ８ 】
　 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 の 最 外 部 に 於 け る 当 該 頂 点 部 の 当 該 中 心 軸 線 か ら の 乖 離 距 離 Ｈ は
、 ２ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ７ の 何 れ か に 記 載 の 手 摺 り 。
【 請 求 項 ９ 】
　 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 は 、 相 互 に 同 一 の 当 該 乖 離 距 離 Ｈ と 曲 率 半 径 Ｒ と を 有 し て い る 事
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ８ の 何 れ か に 記 載 の 手 摺 り 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 は 、 少 な く も 当 該 乖 離 距 離 Ｈ と 曲 率 半 径 Ｒ の 何 れ か が 相 互 に 異 な
っ て い る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ８ の 何 れ か に 記 載 の 手 摺 り 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 当 該 複 数 個 の 湾 曲 部 は 当 該 直 線 状 本 体 部 の 間 で 連 続 的 に 形 成 さ れ て い る 事 を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 乃 至 １ ０ の 何 れ か に 記 載 の 手 摺 り 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 少 な く と も 隣 接 し て 形 成 さ れ て い る 当 該 湾 曲 部 の 間 に 当 該 直 線 状 本 体 部 の 一 部 が 設 け ら
れ て い る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ０ の 何 れ か に 記 載 の 手 摺 り 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 の 長 さ Ｌ は 、 相 互 に 同 一 で あ る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ２
の 何 れ か に 記 載 の 手 摺 り 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 の 長 さ Ｌ は 、 相 互 に 異 な っ て い る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １
２ の 何 れ か に 記 載 の 手 摺 り 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 当 該 直 線 状 本 体 部 の 一 部 若 し く は 当 該 直 線 状 本 体 部 の 端 部 及 び 当 該 湾 曲 部 と の 接 合 部 分
の 近 傍 に 、 当 該 湾 曲 部 を 当 該 直 線 状 本 体 部 に 対 す る 相 対 的 位 置 を 変 化 さ せ る 為 に 当 該 湾 曲
部 を 当 該 直 線 状 本 体 部 に 対 し て 旋 回 可 能 と さ せ る か 或 い は 固 定 さ せ る 機 能 を 有 す る 旋 回 固
定 機 構 が 設 け ら れ て い る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ４ の 何 れ か に 記 載 の 手 摺 り 。
【 請 求 項 １ ６ 】
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　 当 該 湾 曲 部 の 少 な く と も 一 部 は 、 摩 擦 性 の 大 き い 部 材 で 形 成 さ れ て い る か 、 摩 擦 性 の 大
な る 表 面 形 状 を 有 し て い る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の 何 れ か に 記 載 の 手 摺 り 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 １ ６ の 何 れ か に 記 載 さ れ て い る 手 摺 り が 、 浴 室 、 ト イ レ 、 階 段 或 い は 厳 寒
等 の 側 壁 に 、 床 面 に 対 し て 垂 直 、 斜 め 、 若 し く は 水 平 の い ず れ か の 方 向 に 沿 っ て 固 定 さ れ
て い る 事 を 特 徴 と す る 手 摺 り 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 手 摺 り に 関 す る も の で あ り 、 特 に 詳 し く は ト イ レ 或 い は 浴 室 等 で 使 用 出 来 る
手 摺 り に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 浴 室 や ト イ レ 等 に そ れ ら の 利 用 者 の 入 浴 動 作 或 い は 用 便 動 作 を 補 助 す る た め
に 手 摺 り が 設 け ら れ て い る 。
　 特 に 、 高 齢 者 や 身 体 障 害 者 が ト イ レ を 使 用 す る 際 、 移 動 、 起 立 又 は 着 座 若 し く は し ゃ が
み 込 み 等 の 用 便 動 作 や 姿 勢 保 持 の 為 の 労 力 は き つ く 、 不 便 で あ り 、 又 、 腕 の 力 を 効 率 良 く
当 該 手 す り 部 に 伝 達 す る 事 が 出 来 な い 為 、 余 計 な 力 を 使 用 す る 事 に な る の で 、 相 当 の 労 力
を 消 耗 す る も の で あ っ た 。 か か る 問 題 を 緩 和 又 は 軽 減 す る た め 、 例 え ば 、 特 開 平 １ １ － １
９ ２ １ ８ ９ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に 示 す 様 に 、 便 器 の 側 壁 に 垂 直 な 直 線 状 の 手 摺 り を 設 け
る も の 、 或 い は 、 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ０ ２ ６ ０ ３ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に 示 さ れ て い る 様
に 、 便 器 の 両 側 に 水 平 に 手 摺 り を 設 け る 例 も 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 然 し な が ら 、 特 許 文 献 １ の 構 成 で は 、 利 用 者 は 片 手 し か 使 用 で き ず 、 動 作 が 不 安 で し た
が っ て 危 険 が あ り 、 又 手 が 滑 っ て 転 倒 す る と 言 う 危 険 も あ る し 、 又 特 許 文 献 ２ の 構 成 で は
、 利 用 者 が 両 手 を 使 用 出 来 る こ と か ら 安 全 性 は 向 上 す る が ト イ レ の 空 間 が 十 分 あ る 場 合 に
の み し か 使 用 出 来 ず 、 更 に は コ ス ト が 増 加 す る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 同 様 に 、 浴 室 に 於 い て も 高 齢 者 や 身 体 障 害 者 な ど の 要 介 護 者 が 入 浴 す る よ う な 場 合 、 浴
槽 へ の 出 入 り 動 作 、 或 い は 浴 槽 内 で の 沈 み 込 み 動 作 或 い は 立 ち 上 が り 動 作 等 は 何 れ も き つ
く 、 不 便 で あ り 、 又 、 腕 の 力 を 効 率 良 く 当 該 手 す り 部 に 伝 達 す る 事 が 出 来 な い 為 、 余 計 な
力 を 使 用 す る 事 に な る の で 、 相 当 の 労 力 を 消 耗 す る も の で あ る の で 、 か か る 問 題 を 緩 和 又
は 軽 減 す る た め 、 例 え ば 、 特 開 平 １ ０ － ２ ５ ８ ７ ４ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ３ ） の 図 ４ に 示 す 様
に 当 該 浴 槽 近 傍 の 側 壁 に 水 平 或 い は 垂 直 に 配 置 さ れ た 直 線 状 の 手 摺 り が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 又 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ １ ８ ３ ５ ７ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ４ ） に は 、 浴 室 の コ ー ナ ー 部 に 湾 曲
状 の 手 摺 り を 設 け る 事 も 知 ら れ て い る 。
　 上 記 特 許 文 献 ３ の 様 な 手 摺 り の 構 成 で は 、 利 用 者 は 片 手 し か 実 質 的 に は 使 用 で き な い の
で 極 め て 不 安 で あ り 、 特 に 浴 槽 か ら 立 ち 上 が る 動 作 や 浴 槽 か ら 出 る と き の 動 作 は 、 相 当 の
エ ネ ル ギ ー を 必 要 と す る が 、 そ の 効 率 的 な 利 用 が 不 十 分 で あ る の で 、 危 険 も 大 き い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 又 、 両 手 を 使 用 す る と し て も 、 利 用 者 の 右 手 と 左 手 の そ れ ぞ れ と 当 該 手 摺 り 迄 の 到 達 距
離 は 異 な る の で 、 両 手 を 使 用 す る と な る と 利 用 者 が 体 を か な り 捻 っ て 当 該 手 摺 り に つ か ま
る 必 要 が あ り 、 著 し く 窮 屈 な 姿 勢 を と ら ざ る を 得 な い の で 、 利 用 に 不 便 で あ り 、 余 計 な 労
力 を 消 費 す る 事 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 又 、 当 該 利 用 者 が 右 手 と 左 手 が 当 該 手 摺 り と 交 差 す る 角 度 が そ れ ぞ れ 異 な る の で 当 該 利
用 者 の 手 と 当 該 手 摺 り と の 間 で 滑 り が 発 生 し や す く 、 危 険 性 が 高 い と 言 う 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 ４ で は 、 浴 室 に 於 け る 利 用 者 が 浴 槽 か ら 出 て い る 状 態 で 、 転 倒 を 防 止 す
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る 為 の 掴 ま り 部 材 或 い は 腰 掛 部 材 と し て 使 用 す る た め に 浴 室 の 角 部 、 コ ー ナ ー 部 に 設 け ら
れ る も の で あ っ て 、 利 用 者 が 浴 槽 に 入 る 動 作 及 び 浴 槽 か ら 出 る 動 作 を 補 助 す る も の で は な
い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ９ ２ １ ８ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ０ ２ ６ ０ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ５ ８ ７ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ １ ８ ３ ５ ７ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 問 題 点 を 改 善 し 、 簡 易 な 構 成 で 有 り な が ら 、 浴 室 或 い は
ト イ レ 等 の 利 用 者 、 特 に 高 齢 者 或 い は 身 体 障 害 者 等 が 、 多 く の 労 力 を 要 せ ず に 、 安 全 で し
か も 容 易 に 必 要 な 動 作 を 実 行 す る こ と を 可 能 に す る 手 摺 り を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 以 下 に 示 す 様 な 基 本 的 技 術 構 成 を 採 用 す る も の
で あ る 。
　 即 ち 、 本 発 明 の 態 様 と し て は 、 両 端 部 と 当 該 両 端 部 を 結 ぶ 直 線 状 本 体 部 と か ら な り 、 当
該 直 線 状 本 体 部 の 一 部 に 少 な く と も ２ 個 の 湾 曲 状 部 が 設 け ら れ て い る 手 摺 り で あ り 、 よ り
具 体 的 に は 、 両 端 部 と 当 該 両 端 部 を 結 ぶ 直 線 状 本 体 部 と か ら な り 、 当 該 直 線 状 本 体 部 の 一
部 に 少 な く と も ２ 個 の 湾 曲 状 部 が 設 け ら れ て い る 手 摺 り で あ っ て 、 且 つ 、 当 該 湾 曲 部 の そ
れ ぞ れ は 、 予 め 定 め ら れ た 所 定 の 曲 率 を 有 す る と 共 に 、 当 該 湾 曲 部 の 外 側 頂 点 部 が 当 該 直
線 状 本 体 部 の 中 心 軸 線 か ら の 予 め 定 め ら れ た 乖 離 距 離 を 有 す る 手 摺 り で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 於 い て は 、 上 記 し た 技 術 構 成 を 有 す る こ と か ら 、 簡 易 な 構 成 で 有 り な が ら 、 浴
室 或 い は ト イ レ 等 の 利 用 者 、 特 に 高 齢 者 或 い は 身 体 障 害 者 等 が 、 多 く の 労 力 を 要 せ ず に 、
安 全 で し か も 容 易 に 必 要 な 動 作 を 実 行 す る こ と を 可 能 に す る 手 摺 り が 得 ら れ る と 共 に 、 特
に ト イ レ 、 階 段 或 い は 浴 室 の 利 用 者 が 両 手 を 使 用 し て 自 己 の 体 を 支 え る と 共 に 、 自 己 の 体
を 支 え な が ら 浴 槽 へ の 出 入 り 、 浴 槽 へ の 沈 み 込 み 、 浴 槽 か ら の 立 ち 上 が り 等 の 動 作 を 安 全
に 且 つ 安 定 し た 状 態 で 確 実 に 実 行 で き る 様 に な り 、 又 ト イ レ に 於 い て も 便 器 へ の し ゃ が み
込 み 、 着 席 動 作 及 び 便 器 か ら の 立 ち 上 が り 動 作 等 を 両 手 を 使 用 し て 安 全 に 且 つ 安 定 し た 状
態 で 確 実 に 実 行 で き る の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 に 、 本 願 発 明 に か か る 手 摺 り の 具 体 例 の 構 成 を 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る
。
　 即 ち 、 図 １ は 、 本 願 発 明 に か か る 当 該 手 摺 り の 一 具 体 例 の 構 成 を 示 し た も の で あ っ て 、
図 中 、 両 端 部 ２ ， ３ と 当 該 両 端 部 ２ ， ３ 、 を 結 ぶ 直 線 状 本 体 部 ４ と か ら な り 、 当 該 直 線 状
本 体 部 ４ の 一 部 に 少 な く と も ２ 個 の 湾 曲 状 部 ５ 、 ５ ’ が 設 け ら れ て い る 手 摺 り １ が 示 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 尚 、 図 １ （ Ａ ） は 、 本 願 発 明 に か か る 手 摺 り １ の 側 面 図 で あ り 、 図 １ （ Ｂ ） は そ の 正 面
図 で あ る 。
　 即 ち 、 本 願 発 明 に 於 け る 当 該 手 摺 り は 、 従 来 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 金 属 製 或 い は 合 成
樹 脂 製 の 直 線 状 本 体 部 ４ と 当 該 直 線 状 本 体 部 ４ の 両 端 部 ２ ， ３ に 設 け ら れ て い る 側 壁 部 と
の 接 合 部 材 ６ と で 構 成 さ れ て い る 手 摺 り に 対 し て 、 当 該 両 端 部 ２ 、 ３ と の 間 に 設 け ら れ て
い る 当 該 直 線 状 本 体 部 ４ の 少 な く と も 一 部 に 、 少 な く と も ２ 個 の 湾 曲 状 部 ５ 、 ５ ’ を 連 続
的 に 或 い は 所 定 の 間 隔 を 空 け て 配 置 形 成 し た も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 つ ま り 、 本 願 発 明 に か か る 当 該 手 摺 り １ は 、 図 １ に 示 す 様 に 、 連 続 的 に 設 け ら れ た ２ つ
の 当 該 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ の そ れ ぞ れ は 、 予 め 定 め ら れ た 曲 率 Ｒ を 有 す る と 共 に 、 当 該 湾 曲 部
５ 、 ５ ’ の そ れ ぞ れ の 外 側 頂 点 部 Ｐ １ 、 Ｐ ２ が 当 該 直 線 状 本 体 部 ４ の 中 心 軸 線 ７ か ら の 予
め 定 め ら れ た 乖 離 距 離 Ｈ を 有 し て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 願 発 明 に 於 け る 当 該 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ の 曲 率 Ｒ は 、 当 該 手 摺 の 当 該 湾 曲 部 の 中 心 軸 線 ７
を 基 準 と し て 測 定 し た も の で あ る 。
　 本 願 発 明 に 於 い て 使 用 さ れ る 当 該 曲 率 Ｒ は 特 定 の 値 に 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、
例 え ば 、 当 該 曲 率 Ｒ は ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 事 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 又 、 本 願 発 明 に 於 け る 当 該 乖 離 距 離 Ｈ も 特 定 の 値 に 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例
え ば 、 当 該 当 該 乖 離 距 離 Ｈ は ２ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 事 が 望 ま し い 。
　 更 に 、 本 願 発 明 に 於 け る 、 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ の 曲 率 Ｒ 或 い は 乖 離 距 離 Ｈ は
、 相 互 に 同 一 で あ っ て も 良 く 、 場 合 に よ っ て は 、 双 方 互 い に 異 な る 値 を 採 る も の で あ っ て
も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 同 様 に 、 当 該 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ の そ れ ぞ れ は 、 図 １ に 示 す 様 に 、 当 該 湾 曲 部 長 さ Ｌ １ 、 Ｌ
２ を 有 し て い る 。
　 当 該 湾 曲 部 長 さ Ｌ １ 、 Ｌ ２ は 、 図 １ に 示 す 様 に 、 当 該 手 摺 り １ に 於 け る 直 線 状 本 体 部 ４
と 当 該 湾 曲 部 ５ と の 接 合 部 か ら 他 方 の 当 該 手 摺 り １ に 於 け る 直 線 状 本 体 部 ４ と 当 該 湾 曲 部
５ と の 接 合 部 迄 の 長 さ 或 い は 、 当 該 手 摺 り １ に 於 け る 直 線 状 本 体 部 ４ と 当 該 湾 曲 部 ５ と の
接 合 部 か ら 当 該 他 の 湾 曲 部 ５ ’ と の 接 合 部 迄 の 長 さ で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 の 長 さ Ｌ １ 及 び Ｌ ２ は 、 特 定 の 値 に 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い
が 、 例 え ば 、 当 該 湾 曲 部 の 長 さ Ｌ １ 及 び Ｌ ２ は ３ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 事 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 又 、 本 願 発 明 に 於 け る 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ の 当 該 湾 曲 部 の 長 さ Ｌ １ 及 び Ｌ ２
は 相 互 に 同 一 で あ っ て も 良 く 、 場 合 に よ っ て は 、 相 互 に 異 な る も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 同 様 に 、 本 願 発 明 に 於 い て は 、 そ れ ぞ れ の 当 該 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ に 於 け る 当 該 曲 率 Ｒ 、 当
該 乖 離 距 離 Ｈ 及 び 当 該 湾 曲 部 の 長 さ Ｌ は 、 何 れ も 相 互 に 同 一 で あ っ て も 良 く 、 少 な く と も
そ の 何 れ か 一 つ が 相 互 に 異 な る も の で あ っ て も 良 い 事 は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 願 発 明 に 於 け る 当 該 手 摺 り １ は 、 適 宜 の 金 属 材 料 で 加 工 さ れ た も の で 有 っ て も よ く 、
或 い は 適 宜 の 合 成 樹 脂 材 料 或 い は セ ラ ミ ッ ク 等 を 使 用 し て 、 モ ー ル ド 成 形 加 工 或 い は 射 出
成 形 加 工 等 に よ っ て 形 成 さ れ る も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 願 発 明 に 於 け る 当 該 手 摺 り １ は 、 上 記 し た 様 に 複 数 個 の 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ が 図 １ に 示 す
様 に 、 当 該 手 摺 り １ の 当 該 直 線 状 本 体 部 ４ の 一 部 に 連 続 し た 状 態 で 隣 接 し て 形 成 さ れ て お
り 、 従 っ て 、 当 該 各 端 部 ２ 又 は ３ と 当 該 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ と の 間 に は 、 適 宜 の 長 さ を 持 つ 直
線 状 本 体 部 ４ の 一 部 で あ る 直 線 状 部 ４ － １ 及 び ４ － ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 具 体 例 に 於 い て は 、 当 該 複 数 の 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ の ２ 個 が 隣 接 し て 連 続 的 に 配 置 さ れ て
い る が 、 他 の 具 体 例 と し て は 、 ３ 個 或 い は ４ 個 の 湾 曲 部 を 連 続 し て 配 置 し た も の で 有 っ て
も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 願 発 明 の 別 の 具 体 例 と し て は 、 図 ２ に 示 す 様 に 、 ２ 個 の 当 該 隣 接 す る 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’
の 間 、 或 い は ２ 個 以 上 の 当 該 湾 曲 部 を 隣 接 さ せ た 構 成 に 於 い て 、 連 接 す る 当 該 湾 曲 部 ５ 、
５ ’ の 間 の 少 な く と も 一 部 に 適 宜 の 長 さ の 直 線 状 本 体 部 ４ の 一 部 で あ る 直 線 状 部 分 ４ － ３
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が 挿 入 さ れ て い る 形 状 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 願 発 明 に 於 い て 、 上 記 し た 様 に 、 直 線 状 の 本 体 部 ４ の 一 部 に 複 数 個 の 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’
を 互 い に 近 接 し て 設 け る 理 由 は 、 当 該 手 摺 り １ が ト イ レ の 便 器 に 近 接 し た 側 壁 面 に 或 い は
浴 室 の 浴 槽 に 近 接 し た 側 壁 面 に 設 け ら れ る 事 に よ っ て 、 そ れ ら の 利 用 者 が 、 当 該 手 摺 り １
を 手 で 握 っ て 体 を 移 動 さ せ よ う と す る 場 合 に 、 力 が 十 分 に 手 摺 り １ に 伝 達 さ れ な い 事 か ら
動 作 が 不 安 定 と な り 、 動 作 時 間 も 長 時 間 を 要 す る と 言 う 欠 点 が あ る と 同 時 に 、 当 該 利 用 者
の 手 が 当 該 手 摺 り か ら 滑 る こ と が 頻 発 し て い る 状 況 を 確 実 に 改 善 す る 事 が 可 能 と な る も の
で あ り 、 更 に は 当 該 利 用 者 の 手 首 と 当 該 手 摺 り １ と の 位 置 関 係 を 動 作 に 最 適 と な る よ う な
角 度 に 設 定 さ れ る 様 に 出 来 、 動 作 の 効 率 を 向 上 さ せ る 事 が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 更 に 、 当 該 設 備 の 利 用 者 が 所 望 の 各 動 作 を 安 全 に 且 つ 確 実 に 実 行 し よ う と す る 場 合 に 、
両 手 で 当 該 手 摺 り １ を 握 っ て 動 作 を し よ う と す る こ と が 多 い が 、 従 来 の 直 線 状 の 手 摺 り で
は 、 利 用 者 の 一 方 の 腕 の 付 け 根 か ら 当 該 手 摺 り １ の 握 り 位 置 ま で の 長 さ と 当 該 利 用 者 の 他
方 の 腕 の 付 け 根 か ら 体 か ら 当 該 手 摺 り １ の 握 り 位 置 ま で の 長 さ は 異 な る の で 、 体 を 無 理 に
捻 っ て 右 手 と 左 手 を 当 該 手 摺 り １ ま で 伸 ば し 、 両 手 で 当 該 手 摺 り １ を 握 っ て 立 ち 上 が る か
座 り 込 む 動 作 を す る 必 要 が あ り 、 利 用 者 に 過 大 の 労 力 を 掛 け て い た が 、 本 願 発 明 で は 、 当
該 複 数 の 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ に よ っ て 、 利 用 者 の 右 手 と 左 手 が 接 触 す る 当 該 手 摺 り １ の 握 り 部
位 が 当 該 利 用 者 の 体 か ら 見 て 異 な る 位 置 に 設 定 で き る の で 、 利 用 者 は 、 無 理 し て 体 を 捻 ら
な く と も 、 容 易 に 且 つ 楽 に 気 持 ち よ く 、 簡 単 に 両 手 で 当 該 手 摺 り １ を 握 る 事 が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 然 も 、 本 願 発 明 に 於 い て は 、 利 用 者 の 右 手 及 び 左 手 が そ れ ぞ れ 握 り 締 め る 部 分 は 、 適 度
の 湾 曲 状 を し て お り 、 従 っ て 、 握 り 易 く 、 又 す べ り も 生 じ な い し 、 更 に は 右 手 と 左 手 が 重
な っ て 手 に 痛 み や 苦 痛 を 感 ず る 事 も 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 又 、 本 願 発 明 に 於 い て は 、 当 該 利 用 者 の 右 手 及 び 左 手 が 当 該 手 摺 り １ を 握 り 締 め る 部 位
が 若 干 間 隔 を 置 い て 形 成 さ れ る の で 、 当 該 利 用 者 の 力 を 有 効 に 自 己 の 体 の 動 き 反 映 さ せ る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 願 発 明 に 於 い て は 、 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ の 形 状 は 、 同 一 で あ っ て も 良 く 、 或 い
は 相 互 に 異 な る も の で 有 っ て も 良 い 。
　 本 願 発 明 に 於 け る そ れ ぞ れ の 当 該 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ は 、 所 定 の 湾 曲 部 長 さ Ｌ 、 と 所 定 の 曲
率 半 径 Ｒ を 有 し 、 又 、 所 定 の 当 該 湾 曲 部 の 頂 点 部 Ｐ の 当 該 中 心 軸 線 か ら の 乖 離 距 離 Ｈ を 有
し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 願 発 明 に 於 け る 当 該 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ の そ れ ぞ れ に 於 け る 上 記 デ ィ メ ン ジ ョ ン は 、 当 該
手 摺 り １ が 使 用 さ れ る 部 署 及 び そ の 配 置 位 置 に よ っ て 適 宜 の 値 が 選 択 さ れ る も の で あ り 、
更 に は 、 当 該 各 施 設 を 利 用 す る 利 用 者 の 体 型 、 年 齢 、 障 害 の 程 度 等 に よ っ て も 適 宜 の 値 が
選 択 さ れ る 事 に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 例 え ば 、 当 該 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ の 当 該 曲 率 半 径 Ｒ の 値 は 、 握 り 性 を 向 上 さ せ 、 且 つ す べ り
を 防 止 す る と 言 う 効 果 を 発 揮 さ せ る 為 に 、 例 え ば 、 ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 事 が 好 ま し く
、 又 、 当 該 乖 離 距 離 Ｈ も 特 定 の 値 に 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 、 ２ ０ ～ １ ０
０ ｍ ｍ で あ る 事 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 更 に は 、 本 願 発 明 に 於 け る 上 記 湾 曲 部 の 長 さ Ｌ は 、 同 様 の 効 果 を 得 る 為 に 、 例 え ば 、 ３
０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 事 が 好 ま し い 。
　 本 願 発 明 に 於 い て は 、 図 ３ に 示 す 様 に 、 そ れ ぞ れ の 当 該 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ の 当 該 曲 率 半 径
Ｒ や 、 当 該 乖 離 距 離 Ｈ 及 び 当 該 湾 曲 部 の 長 さ Ｌ は 、 相 互 に 同 一 で あ っ て も 良 く 、 又 必 要 に
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応 じ て 少 な く と も そ の 一 部 が 相 互 に 異 な る 様 に 設 定 さ れ て い る も の で 有 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 願 発 明 に 於 け る 当 該 手 摺 り １ は 、 例 え ば 、 図 ４ （ Ａ ） 或 い は 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す 様 な 形
状 で 適 宜 の 浴 室 の 側 壁 に 垂 直 方 向 、 斜 め 方 向 若 し く は 水 平 方 向 の い ず れ か に 固 定 さ れ て 使
用 さ れ る も の で あ っ て も 良 く 、 或 い は 図 ４ （ Ｃ ） に 示 す 様 に ト イ レ の 側 壁 に 垂 直 方 向 、 斜
め 方 向 若 し く は 水 平 方 向 の い ず れ か に 固 定 さ れ て 使 用 さ れ る も の で 有 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 基 本 的 に は 、 当 該 施 設 の 利 用 者 の 身 体 の 右 腕 の 付 け 根 部 若 し く は 左 腕 の 付 け 根 部 の 内 で
該 手 摺 り １ か ら 遠 い 方 の 腕 の 付 け 根 部 側 の 手 が 接 触 す る 当 該 湾 曲 部 ５ は 、 当 該 利 用 者 の 体
に 接 近 す る 様 な 方 向 に 突 出 形 成 さ れ る こ と が 望 ま し く 、 反 対 に 、 他 方 の 腕 の 付 け 根 部 側 の
手 が 接 触 す る 当 該 湾 曲 部 ５ ’ は 、 当 該 利 用 者 の 体 か ら は な れ る 方 向 に 突 出 形 成 さ れ る こ と
が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 様 に 構 成 す る 事 に よ っ て 、 当 該 利 用 者 の 腕 の 使 い 方 が バ ラ ン ス よ く な り 、 双 方 の 腕
に 掛 か る 力 を 均 斉 化 す る 事 が 可 能 と な る 。
　 場 合 に よ っ て は 、 当 該 利 用 者 の 体 に 接 近 す る 様 な 方 向 に 突 出 形 成 さ れ る 当 該 湾 曲 部 ５ の
当 該 乖 離 度 Ｈ を 、 当 該 利 用 者 の 体 か ら は な れ る 方 向 に 突 出 形 成 さ れ る 当 該 湾 曲 部 ５ ’ の 当
該 乖 離 度 Ｈ よ り も 大 き く す る 事 も 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 願 発 明 に 於 い て は 、 上 記 し た 様 に 、 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ の 外 側 頂 点 部 Ｐ は
当 該 直 線 状 本 体 部 ４ の 中 心 軸 線 ７ に 対 し て 互 い に 反 対 側 に 設 け ら れ て い る 事 が 望 ま し い 具
体 例 で あ る が 、 場 合 に よ っ て は 、 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ の 頂 点 部 Ｐ は 当 該 直 線 状
本 体 部 ４ の 中 心 軸 線 ７ に 対 し て 同 じ 側 に 設 け ら れ て い る も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 方 、 本 願 発 明 に 於 け る 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ に 於 け る 当 該 湾 曲 状 本 体 部 の そ
れ ぞ れ が 形 成 す る 平 面 Ｓ １ 、 Ｓ ２ は 図 ５ （ Ａ ） に 示 す 様 に 互 い に 同 一 の 平 面 を 構 成 す る 事
が 望 ま し い が 、 当 該 手 摺 り １ の 使 用 環 境 に よ っ て は 、 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ に 於
け る 当 該 湾 曲 状 本 体 部 が 形 成 す る 平 面 Ｓ １ 、 Ｓ ２ は 図 ５ （ Ｂ ） に 示 す 様 に 所 定 の 角 度 θ を
介 し て 互 い に 異 な る 平 面 Ｓ １ ’ 、 Ｓ ２ ’ を 構 成 す る も の で 有 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 願 発 明 に 於 い て は 、 上 記 し た 様 な 当 該 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ に 於 け る 当 該 湾 曲 状
本 体 部 が 形 成 す る 平 面 Ｓ １ 、 Ｓ ２ は 図 ５ （ Ａ ） に 示 す 様 に 互 い に 異 な る 平 面 を 構 成 す る も
の に 於 い て 、 そ れ ぞ れ の 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ の 曲 率 半 径 Ｒ や 、 乖 離 距 離 Ｈ 、 或 い は 湾 曲 部 長 さ
Ｌ の 何 れ か が 相 互 に 異 な る 様 に 構 成 さ れ た も の で 有 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 即 ち 、 当 該 直 線 状 本 体 部 の 一 部 若 し く は 当 該 直 線 状 本 体 部 の 端 部 及 び 当 該 湾 曲 部 と の 接
合 部 分 の 近 傍 に 、 当 該 湾 曲 部 を 当 該 直 線 状 本 体 部 に 対 す る 相 対 的 位 置 を 変 化 さ せ る 為 に 当
該 湾 曲 部 を 当 該 直 線 状 本 体 部 に 対 し て 旋 回 可 能 と さ せ る か 或 い は 固 定 さ せ る 機 能 を 有 す る
旋 回 固 定 機 構 が 設 け ら れ て い る 事 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 記 し た 具 体 例 を 実 現 さ せ る 為 に は 、 予 め 本 願 発 明 の 手 摺 り １ を 成 形 す る 際 に 金 型 を そ
の 様 に 設 計 し て お く か 金 属 成 形 す る 際 に そ の よ う な 形 状 に 加 工 す る 方 法 で も 可 能 で あ る が
、 図 ６ に 示 す 様 に 少 な く と も 隣 接 し て 形 成 さ れ て い る 当 該 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ の 間 若 し く は そ
の 両 端 部 に 設 け ら れ た 当 該 直 線 状 本 体 部 ４ － １ 、 ４ － ２ 、 ４ － ３ の 少 な く と も 一 部 に 、 当
該 個 々 の 直 線 状 本 体 部 を 分 割 し 、 双 方 が 互 い に 旋 回 で き る 様 に 嵌 合 さ せ る 構 成 を 設 け 、 且
つ 分 割 さ れ た 双 方 の 直 線 状 本 体 部 が 旋 回 さ れ た 位 置 で そ の 状 態 を 固 定 す る 事 が 出 来 る 固 定
手 段 を 有 し た 適 宜 の 旋 回 固 定 機 構 １ ０ が 設 け ら れ て い る 事 も 望 ま し い 具 体 例 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 か か る 旋 回 固 定 機 構 １ ０ は 、 例 え ば 隣 接 す る 環 状 部 或 い は 円 筒 部 の 端 部 同 士 を 相 互 に 旋
回 可 能 な 連 結 部 材 で 連 結 し 、 隣 接 す る 環 状 部 或 い は 円 筒 部 が 互 い に 自 由 な 角 度 に 旋 回 し て
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そ の 位 置 で 固 定 出 来 る 機 構 で あ れ ば 如 何 な る 機 構 で も 採 用 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 例 え ば 、 図 ６ （ Ｂ ） に 示 さ れ て い る 様 に 、 当 該 湾 曲 部 ５ 及 び ５ ’ そ れ ぞ れ の 端 部 に 於 け
る 相 互 に 対 向 す る 部 分 の 一 方 に 適 宜 の 突 起 部 ３ ３ を 設 け る と 共 に 当 該 対 向 す る 端 部 の 一 方
に 当 該 突 起 部 ３ ３ を 嵌 合 す る 凹 陥 部 ３ ４ を 設 け 、 そ の 両 者 を 嵌 合 さ せ る と 共 に 、 当 該 各 端
部 に フ ラ ン ジ 部 ３ ０ 、 ３ ０ ’ を 形 成 せ し め 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 ３ ０ 、 ３ ０ ’ を 、 必 要 に よ り
設 け ら れ る 適 宜 の カ ッ プ リ ン グ 部 ３ ２ を 介 在 さ せ て 、 適 宜 の ボ ル ト ３ １ に よ り 締 め 付 け 固
定 す る 様 に 構 成 さ れ て い る も の で 有 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ６ （ Ｂ ） の 構 造 で は 、 利 用 者 の 手 が 触 れ た り し て 使 用 状 態 が 不 便 で あ る の で 、 図 １ ２
に 示 す 様 に 、 当 該 直 線 状 本 体 部 ４ － １ 、 ４ － ２ 、 ４ － ３ の 少 な く と も 一 部 に 、 当 該 個 々 の
直 線 状 本 体 部 ４ を 分 割 し 、 双 方 （ ４ 、 ４ ’ ） の 端 部 の 近 傍 に 環 状 の 溝 部 ４ ２ を 設 け る と 共
に 、 当 該 中 空 状 の 直 線 状 本 体 部 ４ の 内 部 に 嵌 合 出 来 る 円 筒 状 の 内 部 接 続 管 ４ ０ を 挿 入 し 、
当 該 内 部 接 続 管 ４ ０ の 外 周 部 に 形 成 さ れ た 環 状 の 突 起 部 ４ １ を 、 上 記 し た 当 該 溝 部 ４ ２ 内
に お そ れ ぞ れ 嵌 合 さ せ る 様 に し て 旋 回 自 在 に 構 成 し 、 更 に 適 宜 の ボ ル ト 等 の 固 定 手 段 ４ ３
を 併 用 す る 事 に よ っ て 、 所 定 の 相 対 的 位 置 関 係 に 両 者 を 固 定 さ せ る 事 が 出 来 る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 か か る 旋 回 固 定 機 構 １ ０ は 、 当 該 手 摺 の 外 表 面 に 固 定 部 が 顕 出 し な い 構 成 を 有 す る 事 が
好 ま し い 。
　 又 、 本 願 発 明 に 於 け る 当 該 湾 曲 部 ５ 、 ５ ’ の 少 な く と も 一 部 は 、 摩 擦 性 の 大 き い 部 材 で
形 成 さ れ て い る か 、 摩 擦 性 の 大 き い 皮 膜 層 で カ バ リ ン グ さ れ て い て も 良 く 、 適 宜 の 突 起 部
或 い は 溝 状 部 等 が 複 数 個 配 列 さ れ た 摩 擦 性 の 大 な る 表 面 形 状 を 有 し て い る も の で 有 っ て も
良 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 本 願 発 明 者 は 、 本 願 発 明 に 係 る 手 摺 構 造 １ と 従 来 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 直 線 状
部 を 有 す る 手 摺 構 造 と の 作 用 効 果 の 相 違 を 明 ら か に す る た め に 、 以 下 に 説 明 す る 様 な 比 較
実 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 即 ち 、 図 ８ （ Ｂ ） 及 び 図 ８ （ Ｃ ） 及 び 図 ９ （ Ｂ ） 及 び 図 ９ （ Ｃ ） に 示 す 様 に 、 便 座 の 側
壁 に 従 来 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 直 線 状 の 手 摺 部 と 本 願 発 明 に 係 る Ｓ 字 状 部 分 を 有 す る 手
摺 部 と を 別 々 に 水 平 方 向 及 び 垂 直 方 向 に そ れ ぞ れ 取 り 付 け た も の を 用 意 し 、 ユ ー ザ ー が 当
該 手 摺 部 を 片 手 （ 左 手 若 し く は 右 手 ） で 把 持 し て 便 座 か ら 立 ち 上 が る と き に 手 す り に 作 用
す る 荷 重 を 測 定 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 尚 、 本 件 の 実 際 の 実 験 で は 、 便 器 の 替 わ り に 椅 子 を 使 用 し た 。
　 実 験 概 要
　 本 実 験 は 、 上 記 状 態 に 於 い て 手 摺 り を 使 用 し て 椅 子 か ら 立 ち 上 が る と き に 手 摺 り に 作 用
す る 荷 重 を 測 定 し た も の で あ る 。
　 本 実 験 に 使 用 し た 手 摺 り は 、 図 ７ に 示 す 様 な 一 般 的 な 直 線 型 の 手 摺 り と 図 １ ０ 及 び 図 １
１ に 示 す 様 な 本 願 発 明 に 係 る 直 線 の 一 部 に Ｓ 形 状 の 構 成 部 分 を 持 つ 手 摺 り で 同 一 の 素 材 で
構 成 さ れ た も の と を 比 較 し た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 尚 、 図 ７ に 於 け る Ｆ は 手 摺 り に 作 用 す る 全 荷 重 、 Ｆ ｘ は Ｆ の 水 平 方 向 分 カ 、 Ｆ ｙ は Ｆ の
鉛 直 方 向 分 力 で あ る 。 Ｆ ｘ は 体 を 前 に 移 動 し 、 Ｆ ｙ は 体 を 上 に 持 ち 上 げ る こ と に 有 効 で あ
る と 考 え ら れ る 。 Ｆ が 大 き い ほ う が 手 摺 り は 有 効 に 使 わ れ て い る と 考 え ら れ 、 足 へ の 負 担
も 小 さ く な る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 実 験 方 法
　 Ｓ 形 手 摺 り の 測 定 は 、 図 ８ （ Ｂ ） 及 び 図 ８ （ Ｃ ） に 示 す よ う に Ｓ 形 の 手 摺 り を 水 平 に 取
り 付 け て 行 っ た 。
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　 握 る 位 置 を 図 １ ０ に 示 す 様 に 握 り や す い 位 置 で 測 定 を 行 う た め 、 手 摺 り を 水 平 に 設 置 し
て 測 定 す る 場 合 は 左 手 で 手 摺 り を 握 り 、 手 摺 り を 垂 直 に 設 置 し て 測 定 す る 場 合 は 右 手 で 握
る よ う に し た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 同 様 に 、 直 線 型 手 摺 り の 測 定 に は 、 Ｓ 形 手 摺 り の 場 合 と 同 様 に 、 手 摺 り が 水 平 の 場 合 は
左 手 、 手 摺 り が 垂 直 の 場 合 は 右 手 で 手 摺 り を 握 る よ う に し た 。
　 当 該 手 摺 り の 角 度 は 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る が 、 今 回 の 実 験 で は 割 愛 し 、 水 平 と 垂
直 に 設 定 し た 態 様 に 関 し て の み 測 定 し た 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 実 験 に 関 し て 、 手 摺 り に 作 用 す る 荷 重 は 、 鋼 管 の 固 定 部 に 貼 り 付 け た ひ ず み ゲ ー ジ に
よ り 測 定 し 、 測 定 デ ー タ を パ ソ コ ン に 取 り 込 ん で 処 理 を 行 っ た 。
　 又 、 本 実 験 に 於 い て は 、 ユ ー ザ ー が 高 齢 者 で あ る こ と を 想 定 し て 、 被 実 験 者 （ 学 生 ） が
高 齢 者 の 身 体 的 な 条 件 に 合 わ せ る た め 測 定 は 高 齢 者 の 身 体 的 な 条 件 に 合 わ せ る た め 、 被 験
者 は 足 を 組 ん で 立 ち 上 が る よ う に し た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 又 、 図 ９ （ Ｂ ） 及 び 図 ９ （ Ｃ ） は 、 Ｓ 形 の 手 摺 り 及 び 直 線 状 の 手 摺 り の 双 方 を 垂 直 に 取
り 付 け て 実 験 を 行 っ た 。
　 こ の 場 合 、 実 験 は 手 摺 り を 右 手 で 握 る よ う に し た 。
　 上 記 実 験 に 使 用 し た 椅 子 及 び 手 摺 り の 寸 法 を 表 １ に 示 し 、 被 験 者 の デ ー タ を 表 ２ に 示 す
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 測 定 結 果
　 図 ８ （ Ａ ） 及 び 図 ９ （ Ａ ） は 、 直 線 型 手 摺 り と Ｓ 形 手 摺 り に 作 用 す る 荷 重 を 比 較 し た も
の で あ る 。
　 図 ８ （ Ａ ） は 手 摺 り を 水 平 に 設 置 し た 場 合 の 測 定 値 で 、 図 ８ （ Ｂ ） 及 び 図 ８ （ Ｃ ） に 測
定 位 置 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 即 ち 、 図 ８ （ Ｂ ） 中 、 Ａ は ３ ５ ０ ｍ ｍ と し 、 Ｂ お よ び Ｃ を 変 化 さ せ で 測 定 を 行 い 、 そ の
中 で も っ と も Ｆ が 大 き く な っ た Ｃ ＝ ２ ５ ０ ｍ ｍ の デ ー タ を 示 し て い る 。
　 上 記 測 定 結 果 か ら 、 手 摺 り が 低 く な る ほ ど Ｓ 形 手 摺 り に 作 用 す る 荷 重 Ｆ が 大 き く な っ て
い る こ と が わ か る 。

10

20

30

40

50

(9) JP 2007-277846 A 2007.10.25



【 ０ ０ ５ ８ 】
　 一 方 、 図 ９ （ Ａ ） は 手 摺 り を 垂 直 に 設 置 し た 場 合 の 測 定 値 で 、 図 ９ （ Ｂ ） 及 び 図 ９ （ Ｃ
） に 測 定 位 置 を 示 す 。 此 処 で 、 Ａ は ３ ５ ０ ｍ ｍ と し 、 Ｂ お よ び Ｃ を 変 化 さ せ て 測 定 を 行 い
、 そ の 中 で も っ と も Ｆ が 大 き く な っ た Ｂ ＝ ５ ５ ０ ｍ ｍ の デ ー タ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 上 記 実 験 結 果 か ら 明 ら か な 様 に 、 ど の 位 置 に お い て も 、 直 線 型 手 摺 り よ り も Ｓ 形 手 摺 り
に か か る 荷 重 が 大 き く な っ て い る こ と が わ か る 。
　 以 上 に よ り 、 直 線 型 手 摺 り よ り も Ｓ 型 の 手 摺 り の 方 が 、 力 が 掛 け 易 く 且 つ 使 い 易 い 事 が
明 ら か に な っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 願 発 明 に 於 け る 手 摺 り の 一 具 体 例 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 願 発 明 に 於 け る 手 摺 り の 他 の 具 体 例 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 の 更 に 別 の 具 体 例 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 願 発 明 に 於 け る 手 摺 り の 使 用 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 願 発 明 に 於 け る 手 摺 り の 更 に 別 の 具 体 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 願 発 明 に 於 け る 手 摺 り の 更 に 他 の 具 体 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 願 発 明 に 係 る 実 験 に 際 し 、 当 該 手 擦 り に 掛 か る 力 を 分 析 し た 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 本 願 発 明 に 於 け る 実 験 に 際 し 、 手 摺 を 水 平 方 向 に 設 定 し た 場 合 の 実 験 結
果 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 本 願 発 明 に 於 け る 実 験 に 際 し 、 手 摺 り を 垂 直 方 向 に 設 定 し た 場 合 の 実 験
結 果 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 本 願 発 明 に 於 け る 実 験 に 際 し 、 手 摺 り を 持 つ 手 の 握 り 位 置 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 本 願 発 明 に 於 け る 実 験 に 際 し て 使 用 し た 本 願 発 明 に 係 る 手 摺 り の 具
体 的 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 本 願 発 明 に 於 け る 手 摺 り の 更 に 異 な る 具 体 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 １ 　 　 　 　 手 摺 り
　 ２ 、 ３ 　 　 手 摺 り の 端 部
　 ４ 　 　 　 　 線 状 本 体 部
　 ５ 、 ５ ’ 　 湾 曲 状 部
　 ６ 　 　 　 　 接 合 部 材
　 ７ 　 　 　 　 中 心 軸 線
　 １ ０ 　 　 　 旋 回 固 定 機 構
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

(14) JP 2007-277846 A 2007.10.25



【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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